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の 3つの視点、で、建物の種類ごとの調査結果を詳述した。第 2章・第 3章それぞれの最終節では、それら建
物の種類ごとの配置・構法・組織という対応が、どのような要求によって成立したのかを考察した。
第 4章では、 2地域の共通点・相違点について比較することで、地域内生産による石造構法の特徴を明ら
かにした。まず第 1節で、対島(第 2章)・新島(第 3章)に共通していた石造構法の成立条件を明らかに

























































































































































技術的 ………γ 一…四ぽ………γ一……B B{J ! 
o iJtJぷr……一一一一一一一%強風対策 …っとデ高純 一……:
Oコヤの気密性の確保 !c火災時の延焼防止と初期消化 [0庶民の瓦の使用禁止 i 
O葺き替えが不要 !C石が豊富 :0コヤの前での焼穂 i 
0石屋根を指示できる堅木が豊富;。現金が無く瓦の購入が出来ない i



























































;集落;ιで‘ :ι1 ど.<~正綴回全:広三 n;:証左、 ぷi広田<i-，.、 3寸;.~ ￥笠，~包ゴー》 塁本富山まさ 京支複浜~~ "惑を起草草~善命誌立 仁どi:~.f佐護三~.~乏三重
ウトウギの 石屋板の施 ウトウギの 久白石の採 島山石の施 島山石の施 大工 島山石の採 重量山石のコ 豆E支の郷土 大工 施工経験者 施主縫駿者
採石経験 エ指導者 採石経験 石をしてい エ指導者 工指導者 石をしてい ヤ所有者 史lこ詳しい の古老 の古老
関係 者、石屋根 者、石屋根 た石屋 た石屋
の施工指導 の施工指導
若言 者
年齢 75 80 85 81 85 
採石 • • • • • • • • • 加工 • • • • 運搬 • • • • • • • • 施工 • • • • • • • • • • • • 
9屋根を葺く擦の指導は集落の熟練者が行う。専業ではなく、報酬においてもカセイ(加勢、第5章参照)に来た他の人々と差異が
ないことから、職人とは区別して表中に「指導者Jと記述した。本文中でも同じ意味で f指導者Jとしている。

























大半が焼失したという記録も多い。対島では地震が極めて少なく、 2005年 3月に震度 4を記録している
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2.3.2. 現存棟数
民俗技術でつくられた石屋根は、南西部を中心lこ54棟 14を残すのみだと分かった (2007年 1 月時
点) (図 2ふ-2)。久根田舎が 18棟と特に多く、次いで椎根と久根浜が 6棟だった。石屋根が失われてい
るのは、コヤが取り壊されたのではなく、瓦への葺き替えが進んでいる為である。図 2.3.-3，こ、今回の調
1 3 r下屋j はトタン葺きの下屋は数えず、石屋根であったと患われる下屋の数とした。現存しなくとも下屋の痘跡が晃られ、かっ
石屋根であったと思われるものは数に入れた。「ジイシ幅Jは、屋根石の桁行き方向の長さを指す。 fコヤの規模Jの数値だけは、
対馬市教育委員会(2006)のデータを現地で実物と照らし合わせた上、 48棟分を引用している。
1 4現存する石屋根は計 68棟確認できた。ここから下記の指標にあてはまるものを除外し、研究対象は 54棟とした。
O移築したもの一島内に 4棟(鶏知 2棟、久須保 1棟、内山 1棟)・島外に 3棟(福岡県福津市 1棟、大分県由布市 1棟、熊
本県玉名群 1棟)。
。活舗展根として新築されたものー椎根 1棟。
0倒壊・破損著しく計測不可能のものー佐護5棟、佐須瀬 1棟。 (rけちJに f鶏知Jの漢字を使用しているが、 fけJの正し
い字は「薬害jの字のっくりが f鳥jではなく f佳Jである。)
.1. 





























変重量澱，佐須湾要。 )0 20 

























































20 r見掛比重Jr圧縮強さJr曲げ強さj は、 E.M.Winker(1975)から引用。「熱伝導率jは小原俊平(1974)から引用。 f吸水率Jは
Norme Belge NBN B 05-201. Gelivite d'eau par capillqrite， Resistance of materials to feezing-Water absorption by capillarity. 
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野地板:厚30 ~ 



































かで、コヤ上屋の柱の内々長さが決定されていたと言う。 1俵=1尺8寸で計算した。並べる数は 5"V1 0俵の間で、内々長さは俵




























































































































































写真 2.3.-1 左:佐護子俵蒔山海岸の藻小屋(丸太で押さえた麗根) 右:漁業小屋(苔置き屋根) (石原，1954より引用)
12665 
1.フナヤ断面図 (膏海)
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歯 2.5.-3 共有地の種類(左から苦海、越高、田の浜) (伊地・他2名，1994より引用)
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図2ふ・11 焼き棒(矢野，1995，81より引用) 写真2.5.-2 コヤの下屋の利用(乾燥)(矢野，1995，87より引用)
























身の柱の内々長さが決定される。 1俵=1尺 8寸で計算する場合もある。殆どの場合並べる数は 5'"'-'10俵





































写真 2.6.-2 オオボリキで岩盤を剥がす様子の再現 (2005年8月9日撮影)




























































写真 2.6.-3 多久頭魂神社の石垣(2005年 8月 14日撮影)











写真 2.6.-6 十数年前に豆般石のみで葺かれた石屋根 (2005年8月17日撮影)



























その大きさは、厚さ 120mm、大きさ約 45x 3780 x 2370mm(写真 2.6.-10)で、葺くことのできる屋根面
積からすれば島山石をしのぐ。豆目安石はこのように薄くて幅の広い石が採れることもしばしばあり、豆殴
で、はかつて一枚の石で、屋根の片側を覆ったコヤもあったという。
写真 2.6.-8 左:仲五郎石場跡(露天掘り)右岩次郎石場(模掘り) (2005年8月 17日撮影)
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ことから、特別に「ウ+島j の分類を設けた。この4分類ごとのジイシの幅を図 2.7.ぺ lこ示した。これ
を見ると島山石を使用した「島」および「ウ十島Jのジイシの隔の平均値は、一般的な屋根石「ウJの平
均値より約 1mも広いことが分かる。散布図を見ると、「ウj、「豆j のジイシの幅はおよそ 1""'3.6m'こ分
布しており、「島j、「ウ十島」は 2.2'""'4.3m，こ分布していることが分かる。臣大な石の使用は接合部とな
るメイシの減少を意味することから、島山石の使用、未使用のコヤに対して建築面積 1m2あたりのメイ
シの数を比較したところ(表 2.7.-2)、島山石を使用しない石屋根に比べ、「ウ十島J では約 1/2、「畠」
では約 1/4にメイシの数が抑えられていることが分かつた。
i ゥ iウ十島| 鳥 | 旦
最大値1 36却| 幻391 4391 1 1936 
最小髄1 10151 23∞1 22371 1110 
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かれている事が分かる。また、「ウ+島J は、「ウJ と「島J の中間的な規模のコヤに葺かれており、建築
面積が大きくなると稿の広い島山石が部分的に使用されていることが分かる。
56 
ウ ウ+島 E詰 Eー孟コ._ 
最大値 51. 8 49.6 56.7 27.4 
最小銭 10.1 20‘8 21.8 5.6 
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密 2.7-4 豆酸石のコヤ 11/100)
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2.7.4. 構法類型と石の種類











最大値 1231 2455 3554 
最小値 890 885 950 
平均値 1077 1686 2121 
(mm) 
一平均値








-.-1500  表2.7.-4 構法類型とメイシの割合. . . 

















!最大値 27. 1 56. 71 53. 5 
最小値
平均{産 17.21 24.71 33.5 









一 . . 






















/" • x ・
主一一三
ムー

































1 .水田・畑地の I.本戸・寄留の ID..コヤの分布 IV.暴風臼数とコ
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・ [官官候}強膨出量1!.1IIt禰震は機織的 ・ (.穣立地7姐1Lした銀小地
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現地で、の調査を行った。現地調査は、予備調査 (2005年 7月 8B~12 日・調査員 2 名)、本調査 (2005
年 10 月 16 日 ~21 日・調査員 l 名)、補足調査 (2007 年 12 月 19 日 ~21 B'調査員 1名)、悉皆諒査(2008




















することが分かった。そこで、構法を詳細に分析するため、表 3.1.-1にある「構造J の計 16の項呂lこ
分類がなされていた 161棟の内、 62棟の建物について構法の再調査を行い、実物を確認した。その結果
に基づ、いて、本研究では独自に屋根の葦き方をみ小屋組を 7、壁を 3の類型に再定義し、この計 13の
類型ごとに実測を最低 1棟とることを目的として、予備調査に追加して実測を 7棟行った(表 3.1-1)。
同時に、住民、石屋に対し採石・施工の実態を間き取りした(表 3.1.-2)。
新島抗火石建造物誤査会の悉皆誤査の概要39
皇調室査対箆毘象 !新島村新島本村 皇調室査堕戸盟数 1999年 10月 ~2002年5月の問、 計6回
{主人昭和30年代までに建てられたコーガ石建造物 iコーガ石建造物を持つ176p(悉皆務査)
、，‘ 調査項目
所在 . . 建物名 屋根形式 獲さ材 外部仕上 白地 顔付・鉢巻' 管造 ピ規模 塁建築塁年主代s; 住所 主震 物蜜 その{也 切妻 石蓬 モルタル塗り モルタ)[.， 緩付 石積平屋建 コーガ石梁 桁行
所有者 主屋下屋 工場 薪小屋 片流れ トタン 一部モルタ)[.，塗り 漆喰 鉢巻 石積2階建 コーガ石笠梁 梁行 年代資料
屋号 隠居 風呂 復小屋 陸屋根 瓦鷲 コーガ石 漆喰トヂ綾付鉢巻 木造平屋建 RC梁 笛穣 改造情報
綴れ 便所 井戸 入母屋 コロニアル 漆喰塗 トヂ 木造石張り RC登梁
m 釜屡 いぶし小屋 寄せ榛 スレート コーガ石張り 緩コーガ石 石張RC梁
石倉 水屋 給水i否 シングル蔓 上部木造 石張只C登梁
物置 家畜小屋 天水受け 木管 石事jり実きRC梁
倉庫 肥料小屋 紡火水穫 石苧jり笠RC梁




めた。また最後に構法類型ごとの実測を l棟追加して完成させた(表 3.1-2)0(全実測 18棟の内訳は、断
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表 3.1.-2
















笠 E要{せ f寸1 類型当
l オーヤ 断面図 6590 帯電み石 182 なし 漆喰 5石 瓦J 状J 笈----き 和小屋 寄せ様
大正11年(文庫A)
2 オーヤ 平面図、関口部矩計図 6712 穣み石 182 なし モルタ)!，. 5トタン 和小屋 寄せ棟 昭和初怨
3 オーヤ 断lID図 6312 1長み石 182 なし モルタル 5石 段童まさ トフス 入母屋 紹初23年
4 石倉 平面図、断簡図、石戸詳細図 5121 磁石造 182 240 漆喰 6石 瓦状3まさ 和小屋 切婆 大正~昭和初期
5 石倉 断面図、締法詳細図 4850 R占り石 182 307 漆喰 6瓦 --
和小屋 切婆 明治32年{綴札)
も 石倉 断扇i辺、ほお板詳細図 3412 1資み石 166 339 漆買食 6瓦 --和小屋 切婆
明治中期
7 便所 断面図 2333 積石造 182 197 モルタ)[， 6石 .lJIlまさ 石登り梁+石母屋 切婆 不明
8 くさや加工場 断函図、構法詳縮図 3ヲ60筏石造 175 なし モルタ)[， 6石 平Z霊き 鉄筋石梁 切姿 昭和11年の地震以前
? 便所 平面図、設汚濁包 2606 若宮石造 152 なし モルタ)[， る石 子憂さき 石梁 切婆 不明
10 釜屋形 平面図、断面図 2727 機石造 152.121 なし 漆喰 4.7石 段Eまさ 母屋停し 切妻 不明
1 釜屋形 断言5図 5121 穣石造 182 なし トヂ 4.5石 段獲さ 和小屋 切婆 紹和11年の地震以前(写真)
12 豚小屋 断面図 1812 穣石造 167 なし 漆喰 5石 主jIiまき なし 切望喜 昭和11年の地震以前(写莫)
13 便所 平商図、断面図 1660 積石造 152 なし 漆喰 7.2石 段重Eき トフス 切妻 不明
14 便所 平爵図、断面図 2348 若貴石造 152 182 モルタ)[， 5.4石 .lJI獲さ トフス 切婆 不明
15 便所 平面図、断面図 1971 穣石造 152 なし モルタ)[， 5石 平童まさ 石梁 切婆 戦前
16 薪小屋 平面図、断面図 1902 帯電石造 121 なし モルタ)[， 3石 H霊き 和J、震 片流れ 昭和11年の地綾以前{写糞)
17 釜屋形 断面図 2740 務石造 121 なし 漆理主 6石 段iぎ 叉菖 切婆 昭和20年頃
18 在京小屋 平lIDs君、断面@ 1872綴石造 901 121モルタ)[， 1 5石 平蔓き 石梁 切婆 昭和1還1年しの番地号震1以1.12.前 1空埜三j| 













新島は南北に約 111くm、東西に最大で約 4kmある。面積は 22.8km2で、近年、新島本村、若郷村、式
根島合わせて人口は約 3000入程度を推移している。浮石が本格的に使用され始めていた大正 14年当時
の新島本村は、戸数 685戸、人口 3848人の集落であった。 41新島本村は新島の南西部、西側の海岸沿
いにあり(写真 3.2.-1)、南北約 l.4km、東西約 1kmが宅地のある範囲である。また、地質の特徴とし
て、砂質海岸が半分近くを占め、伊豆諸島の中でも最も多いことが挙げられる(図 3.2λ)。
務機宅地エリア aさみ





























浮石の採石が盛んに行われ始めた大正 14年当時の新島本村の人口は、戸数 685、人口 3848人であっ
た。「近世における島の戸数、人口の増加は島内からの分出にあり、分家は「ワ力 lノj と呼ばれて隠居と
は別だった。分家は土地の限られた島では困難であり、畑は分け与えられることはなかったとされる。

































には指導的役割も担った。茅の収量が少なかったため、 l無尽組合に年間に 1戸、多くとも 2戸しか供
給できなかった。そのため、屋根葺きは無尽組合の中で輪番制とし、 1'"'"'2戸ずつ交代で行った。茅刈り
は毎年 11月頃から行われ、各無尽組合は総出で、茅場に入った。茅刈りは組合員 1戸当たり 20'"'"'30シメ









で、行った。明治の末期頃までは殆ど全てが茅葺きであり、 1937(昭和 12)年にはまだ 20'"'"'30軒の茅葺き
44東京都教育委員会 (1959)pp.754"-'756を要約。
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足量産物水産物 迩産物 工業品 林産物 祭奈 その他
図 3.2-5 昭和 4年度の新島本村の産物の移出入 47
簿1毒茸通語気 J 割引事草書聾..証書R豊臣郷
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との兼業農家だったと思われる。耕地面積の総数は 192町 6反、 l戸あたり 4反 3畝であったと言われ





























































図 3.2.-10 前田金左衛門氏宅 平面密(石原・他2名，1957)から引用)
村は村有地軟質コーガ五山地区のうち一部の地区を村民のために自家用建築石材採掘用に確保してお




































































































































































































































はまらない 42棟 (1l.5%)をまず除外し、残り 323棟について実施した。その 323棟のうち、約半数
の 149棟について調査ができた。残り 174棟は、留守 (112棟)、無住 (6棟)、不許可 (4棟)、改造大


































れには、下屋を延ばした仮設的なもの(図 3.3.-0-1、図 3.3.-2) と、浮石でできたもの(図 3.3.-3)‘が
あるとしている。謹や風呂痛を置いたものが大部分で、テイモト(流し)・水瓶などはほとんど従来の位
置にあり、完全に台所が独立しておらず機能的に重複していると言われている(石原・他，1957，8)。
写真3.3.-1 茅葺き縦板張りのみの主屡(左)と屋根・壁が浮石で覆われた主犀(右)(ともに 2005.7.J J筆者撮影)
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図 3.4.-1 石倉実測堕 (S=1/50) 左:貼り石(通し番号5) 中:積み石{通し番号 6) 右:積石造{通し番号4)
「姑り石」というのは、貫構造縦板張りの木造軸組の外側lこ2寸角程度の模様を打ち付け、模様にあ
てる深さ 7分程を欠き込んだ 3す厚の石を取り付けて、貫に針金で国定するものである(図 3.4.-2)。使
















111301 1697 196418891879110301 4700 2418 ~ 2026 






















































先に表 3.1.-1 に示したように屋根の構法に関して、「構造j の項目の中で、小屋組の葎類を?通りに分類
していた。主に石造の小屋紐を主綬とした分類といえるが、この分類を実際の建物と照合したところ、「石






ら、「瓦状葺きJ、「段葺き」、「平葺きJ の 3類型とした。「段葺きJ (図 3.4.-5の A、B、D、F)は上の段
の石を 12~76mm 程欠き込んで上の石を被せるように段状に葺く葺き方である。
表 3.4.-5 右の葺き方類型
? ? ? ? ?段重苦無




A.挿し母屋 (釜屋形:通し番号 10) B.又首 (華麗形:通し番号 17)
98J 
E. 石登り梁+石母屋(便所.通し番号7) F. 石梁(豚小屋:通し番号 18)
G. 鉄筋石梁(くさや加工場:通し番号8)
国3.4.-5 小屋組の実測

























挿し母屋 叉菖木造少!屋盤和一小屋 | トフス
。 Ido"/イつトEhぷd区ミ
|・ 1 ・
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• I • I • 
• • 
• I • I • 
守幸し母屋J (図 3.4.-5の A)は、委側の嬰を欠いて直接母屋を挿し込み、そこに屋根石を51っ掛ける
か載せることで葺く小屋組で、ある。「叉首J (図 3.4.-5の s)は、叉首組lこ模様を取り付け、そこに屋根
石を引っかけるか載せる 64ことで葺く小屋組である。「和小屋J (図 3.4.-5の 0)は、霊木の上に横筏を
取り付け、屋根石を引っかけるか載せることで支持する。「トラスJ (図 3.4.-5の C)はトラスの斜材に
横桟を取り付け、そこに屋根石をきiっ掛けるか載せることで支持する。次に、石造小屋組には、「石登り
梁+石母屋j、「石梁J、「鉄筋石梁65Jがあった。「石登り梁十石母屋J (図 3.4.-5の E)は梁の石造化を
試みた初期の石造の架構と晃られ、石の登り梁を造った後、その潤を桁行き方向に石造の母屋(図中の
152x70mmの部材)のようなもので繋いでいる架構である。「石梁J (図 3.4.δ のめは「石登り梁+石
母屋J の母屋を使わないもので、石梁だけの架構である。実測に示した通り、「石梁J は「石登り梁+石
母屋Jの石梁に比べ約 2倍の断面の梁が使われ、梁の間痛は「石登り梁+石母屋j が約 940mmなのに
対し、 575mmと短くなっている。「石登り梁十石母屋J、「石梁J ともに屋根荷重を支える構造材は石登
64 r載せる」としたのは、引っ掛けるための欠き込みの無い屋根石が見られるためである。
65ここで、 f石梁J. r鉄筋石梁Jのこつの分類に、 f石登り梁+石母屋j のように「登り梁j とあえて記述しいないのは、このこつ
の分類には f登り梁j と「陸屋根の梁Jの両方が含まれるためである。
88 








































































































1 5 10m 
園田F圃岨
(仁
図 3.5-2 敷地配置図 写真 3.5.-1 浮石のストック
石倉 塩虐 便所 廓小屋 堆肥小屋
図 3.5-3 西唄IJ連続立面図
























































朝 7時半頃に 30人から 40人で連れだって出かけ、夕方 l5時頃に下山する。そのまま石震に持って









































H 邸のコーガ五の陸屋根部分は石屋が行った。屋根用の石は、 6 寸厚を三等分して厚さ 1 す 8 分~2 寸、
幅 1尺、長さ 2尺 3寸のものを、っきつけでモルタんによって接差する。屋根が乾くまで一昼夜木で支
えていれば盟まるので、支えを徐けば完成する。梁もなく、鉄筋もないが、 2700mmのスパンをモルタ
ルによるっきつけの板石だけで、持たせている。壁石は、幅 5寸または 6寸のもので、高さ l尺、長さ 2
尺程度である。最後に浮石で装飾のコーニス、雨樋、戸袋、庇をつける。同敷地内の倉は 1960年代にモ
ヤイで造られたものである。倉は 2 間 X5 簡で、軒高 10 尺程である。これも 25~30 人で施工した。
モヤイの報酬は食事のみである。豆蔚汁、だいこん、らっきょう、そして酒が一杯ずつ記られた。
積石壁は縦呂だと漏水するとして芋白地に積まれた。屋根石の厚みは陸屋根だと 2寸 5分だが、勾配









する場合、テマ(手間)は 6寸関知を横に並べるとして l人!日 2間積めるという呂安のため、 200間
~300 間必要なオーヤや石倉では 100~150 人工必要であったということになる。石屋が施工する場合で
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壁類型・石屋根棟数との関係をまとめたのが表 3.7.ぺ、表 3.7.-2である。大別して「木造・貼り石J r木
造・穣み石」、「木造・組積造J、「石造・組積造」、「鉄筋石造・組積造J、「鉄筋石造・積み石J r石型枠 RC
98 
造・組積造j の 7類型lこ分けた。「木造小屋組」の場合は「鮎り石」、「積み石J、「積石造j の全ての壁構
法が見られることが分かる。また、「石造小屋組J の場合は、すべて「組穣造J となることが分かった。
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写真 3.7.-1 左:I邸主屋 中 :C邸主屋右:I邸石倉(木村・他 7名，1984より引用)
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3.8. 地震資料に見る壁・屋根構法の展開
















石造J r屋根:瓦、 トタン、石造J にそれぞれ分けていた。このうち、壁で言えば f木骨石造j、屋根で
言えば「瓦j の被害が圧倒的に大きかったとされている。図 3.8.-1は表 3.8.-1 中の[s]のデータをグラフ
化したものである。 r石造・組積造J r鉄筋石造・組穣造J r石型枠 RC造・組積造J は「被害が少ないJ
が90%以上で、最も地震被害の少ない構法であったことが分かる。また、同じ「木造・貼り石J r木造・
積み石J r木造・組積造J の中で、瓦屋根の被害は「特に著しし¥J がいずれも 20%近くあり、閉じ構法
類型の中でも屋根の違いによって被害の差が顕著だったことが分かった。
また、萩原・他(1936)が行った悉皆調査から当時の構法類型ごとの棟数も分かる。本研究の悉皆調査
の結果との比較を図 3.8.-2'こ示した。「石造・組積造J r鉄筋石造・組積造J r石型枠 RC造・組積造Jの
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後は柱間を従来の積み石で埋めた。「石壁 RC造J は、 RCだけでラーメン構造が造られた後、柱関を積
み石で埋めるものである。これら RC造による構法は、同時代の民宿ブームによって、迅速に、かつ広
い空間を造る必要性に迫られていた住民の要請に合致していた。「石型枠石壁 RC造J と「石壁 RC造J
は職人による施工が殆どであるが、壁の部分の積み石だけは相互扶助によって行われることもあったと
百つ。
図 3.9.-] 左:石型枠石壁RC造模式図 右:石壁RC造模式図













型枠 RC造・組積造Jであり、これらの割合は 1936年の 38.8%に比べ、 83.3%と急増していることが分
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整形 接合 雨仕舞 石の種類 使用方法
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